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適用仕様書

使用

プログラム

安定計算

チェック項目

現場チェック

判定

�@近傍に崩壊事例がある場合

�A近傍に崩壊事例がない場合

�B土質試験などを利用する場合

�Cその他

安定計算式

□Fellenius法�

□修正Fellenius法�

補強斜面の計画安全率

現地形の安全率

計画地形（無補強時）の安全率

計画地形（補強後）の安全率

補強鉄筋工

のり面工法

のり面工の低減係数

設計引張り力の低減係数

引抜安全率

引き抜き試験の実施

□有り　□無し

移動層地質：

τ＝

不動層地質：

τ＝

材質

許容引張応力度

補強材径

断面積

メッキ

□考慮する　□しない

削孔マシン

削孔径

□φ65mm　□φ90mm

T1paを無視するか

□無視する　□しない

打設ピッチ

1.0m

1.2m

1.5m

施工段数

補強材径

計画地形（補強後）の安全率

経済性（参考）

打設角度

打設ピッチ

施工段数

補強材長

小すべりはあるか

補強鉄筋工 計算のチェックシート�





λ＝0.7ｷ

大きすぎる場合はコスト縮減の可能性あり





μ＝1.0（のり枠工）｢

□�@を採用

□�Aを採用

□�Bを採用

□�Cを採用

適用

□切土補強土工法設計・施工要領　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

土質定数

の考え方

安定計算

崩壊事例がある場合は、崩壊時の安全率をFs

＝0.95〜1.00として逆算する。

崩壊事例がない場合は、安定勾配を決定して、

安全率をFs＝1.20として逆算する。

円弧すべり法または、経験的設計法(直線すべA

り法)v





要領：Fellenius法　道路土工：修正Fellenius法









協議事項（Fsp＝1.05〜1.20）B

細部照査

□レッグドリル　□クローラドリル　□定置式ドリル　□クレーン式ドリル

□ロータリーパーカッション定置式　□ロータリーパーカッションクローラ式

SD345

200N/mm2（SD345）�

φ19〜φ25

腐食しろ1mm考慮する｢

水平面から−10゜〜−45゜

吹付枠工相当以上ののり面工を用いた場合に

はT1paの検討を無視しても良い

なし　or　W=2.0m　or　W=4.5m

□危険性なし　□危険性有り−検討済み　□危険性有り−未検討

計算条件

補強材の

基本条件

配置比較

決定工法

制限はない

□市販プログラム（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□自社専用プログラム　　□手計算





極限周面摩擦抵抗





本設では通常考慮する（HDZ55）�

φ65mm　or　φ90mm

配置比較は妥当か？

1.0〜1.5m｢

Fsa＝2.0（永久）

2.0〜5.0m｢

MIN(T1pa,T2pa)−Tsa｢

削孔マシンと合っているか？

足場仮設

補強材の引張り力

プラスなら長さを短くできる可能性あり
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適用仕様書
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プログラム

安定計算

チェック項目

現場チェック

判定

�@近傍に崩壊事例がある場合

�A近傍に崩壊事例がない場合

�B土質試験などを利用する場合

�Cその他

安定計算式

□Fellenius法v

□修正Fellenius法�

補強斜面の計画安全率

現地形の安全率

計画地形（無補強時）の安全率

計画地形（補強後）の安全率

補強鉄筋工

のり面工法

のり面工の低減係数

設計引張り力の低減係数

引抜安全率

引き抜き試験の実施

□有り　□無し

移動層地質：

τ＝

不動層地質：

τ＝

材質

許容引張応力度

補強材径

断面積

メッキ

□考慮する　□しない

削孔マシン

削孔径

□φ65mm　□φ90mm

T1paを無視するか

□無視する　□しない

打設ピッチ

1.5m

2.0m

施工段数

補強材径

計画地形（補強後）の安全率

経済性（参考）

打設角度

打設ピッチ

施工段数

補強材長

小すべりはあるか

2.0〜7.0m`

MIN(T1pa,T2pa)−Tsa｢

削孔マシンと合っているか？

足場仮設

補強材の引張り力

プラスなら長さを短くできる可能性あり

制限はない

□市販プログラム（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□自社専用プログラム　　□手計算





極限周面摩擦抵抗





本設では通常考慮する（HDZ55）�

φ65mm　or　φ90mm

配置比較は妥当か？

1.0〜2.0m｢

Fsa＝2.0（永久）

計算条件

補強材の

基本条件

配置比較

決定工法

細部照査

□レッグドリル　□クローラドリル　□定置式ドリル　□クレーン式ドリル

□ロータリーパーカッション定置式　□ロータリーパーカッションクローラ式

Ｓ45Ｃ転造ネジ加工材

313N/mm

2

　（123.3kN/本:　腐食しろ１mm考慮した値）�

φ28.5mm　（SP29ボルト）

394.0mm

2

：　腐食しろ1mm考慮した値H

水平面から−10゜〜−45゜

吹付枠工相当以上ののり面工を用いた場合に

はT1paの検討を無視しても良い

なし　or　W=2.0m　or　W=4.5m

□危険性なし　□危険性有り−検討済み　□危険性有り−未検討

土質定数

の考え方

安定計算

崩壊事例がある場合は、崩壊時の安全率をFs

＝0.95〜1.00として逆算する。

崩壊事例がない場合は、安定勾配を決定して、

安全率をFs＝1.20として逆算する。

円弧すべり法または、経験的設計法(直線すべA

り法)v





要領：Fellenius法　道路土工：修正Fellenius法









協議事項（Fsp＝1.05〜1.20）B

新技術１（ＳＰソイルネイル）計算のチェックシート





λ＝0.7Z

大きすぎる場合はコスト縮減の可能性あり





μ＝1.0（のり枠工）ﾞ

□�@を採用

□�Aを採用

□�Bを採用

□�Cを採用

適用

□切土補強土工法設計・施工要領　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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�@近傍に崩壊事例がある場合

�A近傍に崩壊事例がない場合

�B土質試験などを利用する場合

�Cその他

安定計算式

□Fellenius法�

□修正Fellenius法�

補強斜面の計画安全率

現地形の安全率

計画地形（無補強時）の安全率

計画地形（補強後）の安全率

補強鉄筋工

のり面工法

のり面工の低減係数

設計引張り力の低減係数

引抜安全率

引き抜き試験の実施

□有り　□無し

移動層地質：

τ＝

不動層地質：

τ＝

材質

許容引張応力度

補強材径

断面積

メッキ

□考慮する　□しない

削孔マシン

削孔径

□φ65mm　□φ90mm

T1paを無視するか

□無視する　□しない

打設ピッチ

1.5m

2.0m

施工段数

補強材径

計画地形（補強後）の安全率

経済性（参考）

打設角度

打設ピッチ

施工段数

補強材長

小すべりはあるか

細部照査

足場仮設

なし　or　W=2.0m　or　W=4.5m

削孔マシンと合っているか？

補強材の引張り力

MIN(T1pa,T2pa)−Tsa｢

プラスなら長さを短くできる可能性あり

配置比較

配置比較は妥当か？





決定工法

水平面から−10゜〜−45゜

1.0〜2.0m`

制限はない

2.0〜7.0m｢

□危険性なし　□危険性有り−検討済み　□危険性有り−未検討

補強材の

基本条件

Ｓ45Ｃ転造ネジ加工材＋インデント付ＰＣストランド

404N/mm

2

　（187.3kN/本:　腐食しろ１mm考慮した値）A

φ28.5mm　（ＰＣ補強型SP29ボルト）

463.7mm

2

：　腐食しろ1mm考慮した値H

本設では通常考慮する（HDZ55）�

□レッグドリル　□クローラドリル　□定置式ドリル　□クレーン式ドリル

□ロータリーパーカッション定置式　□ロータリーパーカッションクローラ式

φ65mm　or　φ90mm

吹付枠工相当以上ののり面工を用いた場合に

はT1paの検討を無視しても良い





計算条件





μ＝1.0（のり枠工）｢

λ＝0.7�

Fsa＝2.0（永久）

極限周面摩擦抵抗

安定計算

要領：Fellenius法　道路土工：修正Fellenius法

協議事項（Fsp＝1.05〜1.20）｢









大きすぎる場合はコスト縮減の可能性あり

土質定数

の考え方

崩壊事例がある場合は、崩壊時の安全率をFs

＝0.95〜1.00として逆算する。

□�@を採用

□�Aを採用

□�Bを採用

□�Cを採用





崩壊事例がない場合は、安定勾配を決定して、

安全率をFs＝1.20として逆算する。

円弧すべり法または、経験的設計法(直線すべA

り法)ｦ





新技術２（ＳＰソイルネイル-ＳＲ型）計算のチェックシート�

□切土補強土工法設計・施工要領　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□市販プログラム（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□自社専用プログラム　　□手計算

適用
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適用仕様書

設計法

使用

プログラム

のり枠工計算

チェック項目

現場チェック

判定

吹付モルタルの設計基準強度

骨材

鉄筋

□SD295A　□SD345�

□市場性をチェック済

型枠

□フリーフォーム

□その他（　　　　　　　）

□計画していない

□計画していない

□計画していない

地山形状

縦横のスパン

はりの考え方

のり枠−張出

□十字で計算する

□配置する　□しない

のり枠工計算のチェックシート

□１方向のはり　□２方向のはり　（□大きくない−□異ならない　の時２方

向はり）

スターラップ

はりの解析

□許容応力度法　□限界状態設計法　（□発注者と協議済み）

安全係数（終局限界状態）

のり肩からのり尻に及ぶような崩壊に対して抑制工としての計画

深度1.5mを越えるのり肩崩壊に対して抑制工としての計画

深度1.0mを越えるのり中間崩壊に対して抑制工としての計画

□凹凸が大きい　□大きくない

有効高さ程度以下とし、最小間隔は施工性・充

填性を考慮して250mm程度とする0

適用

□のり枠工の設計 ・施工指針(改訂版)　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）�

□市販プログラム（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□自社専用プログラム　　□手計算

□大きく異なる　□異ならない

構造物係数　1.0〜1.2

抑制工と

しての使用

設計上の考え方

吹付枠工にグラウンドアンカー工を併用する場

合は、スターラップを配置することを原則とする

材料係数（鋼材）　1.0または1.05�

材料

設計に

用いる定数

（限界状態

設計法）

18kN/mm2

吹付モルタル

SD295AかSD345、市場性を考慮｢

鋼板、耐水性段ボール、発泡プラスチック等な

どを埋め殺し型枠とする工法は使用しない

材料係数（モルタル）　1.3�

部材係数　1.1〜1.3

荷重係数　1.0〜1.2

配置

配置間隔
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